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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・小向　静江様～便秘時センナリド（12）2T　6回分処方となる。
・藤井　孝蔵様～便秘時シンラック処方となる。
・下村　慶子様～薬疹持続している為、プレドニゾロン（5）・タベジール　7日分
　　　　　　　　処方となる。
・飯田　修子様～右膝の化膿持続、クラリスロマイシン（200）2T→レボフロキサシン（500）
　　　　　　　　1Tへ変更となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。飲水要求聞かれるが、
　　　　　　　　過度となる事はない。妄想発言聞かれず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。対面時、眼光の鋭さ・声高さあり。妄想様に左右された
　　　　　　　　言動あるが他者トラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。弄便行為あり。
開放観察時、飲水行動あり介入するも制止する事は出来ず。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。また、各勤務帯で個室のトイレを確認するようにしていく。
・神田　直樹様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は、ホールにて
　　　　　　　　書き物をして過ごされ他者干渉もなく穏やかに過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温37.1℃、他バイタルサイン異常なし。食事は、自力にて全量摂取
　　　　　　　　している。疼痛の訴えも聞かれず。
・和田　昌様～バイタルサイン異常無し。食事もむせ込み無く摂取され、トイレへ自力で
　　　　　　　行き排泄されている。声掛けにも発語あり疎通良好。
・高屋敷　良子様～ジスキネジア目立っている。食事は自力で摂取され、幻視様の訴えも
　　　　　　　　　聞かれず。
・下村　慶子様～体温38.0℃、クーリングにて対応している。全身の発赤疹は持続し、
　　　　　　　　疼痛・掻痒感の訴え聞かれている。
・立花　圭様～他者への干渉や粗暴性あり、介入にて落ち着く事は出来ている。
　　　　　　　引き続き精神症状の観察を行い、他者トラブルの無いように看護介入
　　　　　　　していく。
＜小倉Dr診察情報＞
・十日市　伸子様～フェントステープ（1）21日分、アモチチシリンカプセル（250）
　　　　　　　　　3T　7日分処方。
　　　　　　　　　腫瘤部はガーゼではなく、尿取りパットで対応するよう指示あり。
